
12/23, 24の撮影後に差し替え

髙橋節郎館が1年間の改修工事を終えて
リニューアルオープンします

一般公開 2025年1月18日[土]午前10時～
＊一般公開に先立って前日の1/17[金]にプレス内覧会を予定しております。詳しくは以下をご覧ください。

2024.12.25
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■プレス内覧会
2025年1月17日[金]午後0時30分-午後1時30分
受付：髙橋節郎館エントランス（午後0時15分-）　

■髙橋節郎館リニューアルオープン記念　髙橋節郎展－我逢人 われ人に逢うなり－
2025年1月18日[土]―5月18日[日]

参考



改修工事の
目的・内容

工事期間等
　　　　　　　

　 

2024 年 4 月に隣接する敷地に豊田市博物館が開館しました。豊田市美術館と博物
館のあいだの往来の増加が今後見込まれるため、その中間地点にあたる髙橋節郎館
の入口等を増改築し、来館者の利便性を高め、回遊性の向上や利用者数の増加を目
指します。

設計者
・谷口吉生（谷口建築設計研究所）

増築内容
・髙橋節郎館の屋外中庭を室内化し、エントランスホールを増築（約 140 ㎡）
・躯体改修、既存間仕切改修

改修内容
・風除室、廊下、ワークショップルーム改修（500 ㎡）
・展示室内壁面仕様改修（800 ㎡）
・博物館 2階エントランスへの歩道整備

工事期間：2023 年 12 月 25 日～ 2024 年 12 月 11 日
休館期間：2023 年 12 月 25 日～ 2025 年 1 月 17 日
リニューアルオープン日：2025 年１月 18 日

総工事費：約 435,000,000 円　　

髙橋節郎館
とは

■髙橋節郎館（1995 年開館）
漆芸家・髙橋節郎（1914-2007）は生涯を通じて漆芸の新たな表現に挑み続けた作家
です。1984 年に豊田市で開催された個展がきっかけとなり多数の作品が豊田市に寄
贈されました。「髙橋節郎館」は髙橋の功績をひろく紹介する美術館として豊田市美
術館とともに開館し、ひとりの漆芸家の作品を常設展示する国内でも数少ない貴重な
館として 30 年にわたりその普及に努めてまいりました。

■豊田市美術館（1995 年開館）
設計 谷口吉生（谷口建築設計研究所）
構造 RC 造（一部鉄骨造） 延べ面積 11,365.87 ㎡ 階数 地下２階、地上３階

→
髙橋節郎
《星座創記》
1975 年

←
髙橋節郎
《広間に置く棚　
「作品58」》
1958 年
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改修前（~2023年12月） 改修後（2025年1月～）

設計のポイント - 豊田市美術館は日本で最も美しい美術館のひとつと言われています。髙橋節郎館の増

築部や各改修部分については、これまでの2回の豊田市美術館の改修工事（2014-15年、

2018-19年）同様に改修部分が既存建築に調和するように設計しました。

- 新規エントランスホールは各空間をつなぐユーティリティスペースとして軽快で明る

く開放的な空間とするために、増築屋根を軽量な屋根架構（張弦梁）とし、既存躯体

への負担を最小限に抑えつつ、増築前から構造的な追加及び遡及変更が生じないよう

に計画しました。

- 新規エントランスホールはロビーとしての落ち着きを感じられるスペースとなるよう

に、照明効果を備えた軽快で透過性のある光幕天井を設置しています。新たにつくら

れたエントランスホールは外部と展示室の緩衝帯としても機能し、展示環境のさらな

る安定化に寄与しています。
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＊この写真は屋外彫刻のない状態です ＊この写真は屋外彫刻のない状態です



　

お問合せ

Tel 0565-34-6748● 改修工事に関すること　　　　　  
● 掲載依頼・取材等に関すること　　 Tel 0565-34-6748

佐藤、鈴木
加藤、籠谷、小川

豊田市美術館  〒471-0034  愛知県豊田市小坂本町8丁目5番地1
HP:https://www.museum.toyota.aichi.jp       e-mail:bijutsukan1@city.toyota.aichi.jp

改修工事の効果 - エントランスホール増築による小・中学生をはじめとした団体利用者等の利便性向上

- エントランスホール内のデジタルサイネージ設置による来館者への案内充実、情報発

   信機能の追加

- 旧エントランスホールを展示室へ改修したことによる展示スペースの増床、展示活動

   の充実

- 既存壁を撤去し、エントランスホールから直接ワークショップルームへ行く導線確保

- ワークショップルーム壁面改修による展示機能強化（受講生の制作物や関連展示等）

とよ

豊田市美術館 本館
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